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乳児におげる条件反応の実験
方向反応に関する研究
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乳児の条件反応の研究には，Marquisの食餌条件反射の実験，及び Wengerの触振動条件反応の
実験等があり，生後数日の新生児にすでに条件形成が可能であることが明かにされている。更に
(1) (3X4) 
Denisova， Figurin， Kantorow及び Kasatkin等は満1ヶ年未満の乳児について食餌反射に関す
る条件反応、の実験的資料を提示している。しかし，これら，食餌，防策等の条件反射研究に比べると
乳児の方向反射の研究は， 未だ不充分である。
そもそも方向反射ぐorientirovochnireflekc， orienting reflex)は， パヴロフが他の条件反射
形成実験中に，見出した反射であ り，はじめは “おゃなんだγ'反射 (“Chtotakoc?" reflex)と
呼んでいたものである。つまり新しさへの生物の詮索の反射である。従って，実験中に，他の一寸し
(5) 
た新しい刺激があると，それに対して方向反射が生じ，元の実験が影響をうけるといったわけで，林
はこれを「条件反射の形成実験に当って，もっとも邪魔になるものは，詮索反射と名づける特別の反
射であるJといっている。しかし，外部刺激を詮索，探求する反射であってみれば，パヴロフ自身が
(6) 
示唆する様に「この反射が，後に知識慾の形をとって現れるJ之考えられるであろう。 現在，パグロ
フの後継者達は，方向反射を注意;集中の生理学的基礎としてその理論的及び実際的問題に深い関心を
示している。特に児童心理学においては，子供の環境への注目，理解，学習等の事柄に関する反射で
(7X8) 
あるとする観点から発達的，病態的研究が重視されている様子である。
本研究の目的は，上の諸研究と同様に学習の基礎として方向反応の乳児における発達と，その条件
(9) (10) 
形成が如何に行われるかを実験的に追求することである。 既に Kasatkin及び Mirozoyantsが光
への音条件反応を一ヶ月の乳児で形成しており，分化形成にも成功している報告が見られる。本研究
は Kasatkinらの方法を少し改めた形で追試する意味もある。
( 13 ) 
法学
方
w 児
験
- 76ー
実
第 I去に示す絞に，実験開始時に 75日-247日の健康な8名の乳児を扱った。いずれも大阪
乳児院の乳児である。
被験者
1957年9月23日より10月30日まで。乳児の健康上の理由から気温17。以下の日には実験を実験期間
差しひかえた。時聞は午前10時より 3時までの聞の乳児の覚醍時にのみ行った。
当研究室で考案した乳児実験箱を用いた。大きさ 80X90x130cm乃の木製 (Fig1)で，実態装置
殆ど完全なIVi音，遮光の箱である。側問中央に両聞きの入口があり，箱の中はベ γ トで被験者をー名
寝かせ得る殺になっている。実験紛内部の照明は，天井中央の照明fl'Iから10W電球1つで二重のすり
ガラスを通して行う。乳児の行動観察に可能な 2-3Lnxを保つものである。刺激のうち，条件刺
激の明るさの変化はこの照明箱で100W電球の点怖により実験箱内部の明るさを約10倍に変えるよう
にする。無条件刺激の音刺激は仰臥した乳児の頭の位置から45度左，文は右の方向に定位するよう ，
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Table 1 
subjects 
K. M 
K. N 
H. 0 
1. N 
K. Y 
T. R 
K. 0 
M. N 
お?は捻児のため'1:年月 1は推定。向これ
らの被験仰こついての施;没者E;事は無視す
る事とした。
Fig. 1 
Experimental Cabinet of Infant 而して約50デシベルの古ーを捉-示するようにする。
ピアノのメロディ={í~ i原は純音の場介は発振~S:を，
1， や人戸の場合は，テープレコーダーを使用する。
JL&.ー・a‘ 実験の記録は，観察窓 (Fig1で実験者ののぞい
Fig. 2 
Checking Record of Orienting Responses 
ト Turningof head to right. 
Z. Keeping in center. 
3. Turning of head to left. 
• Conditioned stimulus 
・.Unconditioned stimulus. 
St T. ている位置)から乳児の頭の働きを観察記録器に
チェックする。乳児の頭の動きは，乳児の悶聞に
車[で1し，l，~を描きその丸点の動きを追跡する。観察
窓に可動の七ルロイド定規をはめ込み，乳児が真
上にむいている時の丸点の位置を定規のO線に合
( 14 ) 
せ，それより頭が右文{ま左に動く場合の動きを左
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右に 1，2. 3，の線上に続むようにする。 Fig2は頭の動きをチェックした記録である。この頭の運
動の記録の外に，被験児の呼吸を pnenmographで探る。向実験箱には，換気装白がある。
実験手続 実験箱に被験乳児をねかせる前に実験着を鷲せた。この実験婦は被験乳児が，ベットの中
で，伏ぶせになったり ，寝がえりを打ったりする過度の運動を抑える為に，ベットにボタン6つで止
めた。従って実験箱のベットにねかされた乳児は，手，足，胴体を動かしても，体の位位，頭の位む
を変える事はなかった。実験は毎回乳児をベットにねかせてから60秒間の観察時間をおいてから実験
系列に入ることとした。一実験系列は，条件刺激，無条件刺激の組合せ提示を5.6固とした。条件刺激
としては，実験箱内の照明を約 25Luxにする事即ち明るさ変化を用いた。提示時聞は15秒で無条件
刺激より 5秒先行する同時提示とした従って無条件刺激は10秒提示となる。無条件刺激は乳児の頭の
位置から，はっきり45。の方向をもった音の刺激を用いた。無条件刺激は三種使用した。(1)1∞OcycIe 
の純音. (2)ピアノのメロディ(Fig3). (3)人声。これは明かに乳児によびかけた女の声で hこ
っちむいてどらん。ばあ!おっくん……"等のあやし言葉である。以上の一実験系列に要した時聞は
8分~10分。方向反射は消えやすい反射であるので一系列にそれ以上の回数を加える事は不可能であ
った。
aA ‘ ・ ・ -z..ー ;了I---r-+-oo・ ー 1 i 1. 1 I・~ ，-，. .1..・ ，.1..' 1.. _ 1 • 1， ，.トー トー T刊
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F g. 3 The Melody of Piano as Unconditioned Response 
予備テスト 実験箱に，予め乳児を駅iれさせる為に，被験児を実験着に包み実験箱のベットに寝か
せる試行を各被験児に2.3回づっ行った。その時，併せて，条件刺激の方向性無関テストを行った。
乳児は，ベットに静かに仰臥し，時聞が長びけば，むづかるとか，限るとかするが.10分間の実験系
列には充分耐えられる事がわかった。条件刺激の無関性については， 刺激が，天井の25x25cm~のは
め込みの二重ガラスを通しての照明で，方向をもった刺激とはなっていなかった。
条件反応形成の規準としては，条件刺激による条件反応の出現が三回以上連続した場合を条件反応
形成と見なした。
実験結果
1. 純音による方向条件反応
1000cycleの純音を用いた系列では，無条件反応の型は，一瞬傾聴運動抑制，そしてその後，音の
方への振りむき，音の方位を凝視するというものであった。それに対応するように.r可Z版の変化も刺
激提示中，おさえられた型が見られた (Fig4)0 A. Bは条件刺激無条件刺激が与えられた場合の呼
吸で，この場合条件形成が成立していたが呼吸記録から条件形成過程を見る事は出来ない。行動記録
( 15 ) 
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による条件反応形成は，先にのベたように頭のふりむき運動をチェックした記録から次表のように5
秒毎に整理した (Tab.2)。この場合条件反応は8回目で成立した事となる。各被験児について，条
件形成に要した強化過程を見ると第3表となる。この表からわかるように，殆どすべての被験者が強
化回数8固までに条件形成に到っている。早い場合は，強化の二回目から条件反応が見えておる。文
ーたん形成出来たものも，引きつづいて強化をつづけているのにもかかわらず，不安定になるのが見
られる。
条件形成と発建年令被験者 K.N.については， 10回
目の強化で向形成が見られなかった。この乳児については
健康上の理由で実験中止したので，遂に条件形成を得られ
なかったが，たとえ強化を重ねて，それ以後に条件反応形
成が出来ていたとしても K.N.については非常に条件形成
が遅いことになる。 K.N.は実験開始時に79日目であった
から，年令も低いけれど，暦年令だけから見れば， K.M. 
(75日〉の方が年少であった。条件形成速度は知能にも関
(12)(13) (1必
係ががあるので，発達テストを施行して Tab.4の結果を
得た。表でわかるように K.N.の発達は非常におくれて
いた。表中 c.A.は暦年令，D. A.は発達年令， D. Q. 
は発達指数である。
1. ピアノ普及び人声による方向条件反応の形成
方向反応刺激として，ピアノ音のメロディと人声による
あやし言葉を用いた場合，乳児の行動に顕著な特徴が現わ
れた。ピアノ音では純音と差異はみとめられなかったが，
人声の刺激の場合，乳児は全身的運動を活溌にし始めた。
A 
B 
' a 
Fig. 4 
Recording of Respiratory Response (1) 
1. Conditioned stimulus 
2. Unconditioned stimulus (simple tone) 
( 16 ) 
‘ 
Table 2 List of Fo. mation of 
Conditioned Response 
Nο IT吋加|??て |之:
55" 。
60" 。
511 B 。
5 1011 T 
1511 T 
20" 2 
101 。
1511 B 
6 20" T 
25" T 
30" 
35" 。
. 
20ゲ
25" B 。
7 30ν T 
35" T 3 
4011 。
45" 2 。
3011 
3511 B 
8 40" T 
45" T 2 
50" 2 
55" 。
: 
40" 。
9 4511 B 
No.-Nurnber of experiment， 
Sti.-Stimulus (B Brightness 
T Tone)， R-Right， C-Center， 
L-Left 
一
+ 
+ 
+ 
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Table 3 The Formating of Conditi ned Respon ea 
1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 ZZ 23 
H. 0 I - - + +ー + + + + + 
1. N I - + + +一 一+ーー++ + + + ? 
K. Y I - ー+ + + +一一++ + + 
T. R - +ー++ +一一一一一一一一
K. 0 I - + + + +ー + + + + + ーー+ + +ー+
K. N Iー? ? ? ?一一一 一 一
+ conditioned response - absence of∞n. res. ? doubtful. 
Table 4 The Developmental Age of Subjects 
? ? ? ? 
K. N I K. M I T. R I K. 0 I H. 0 I 1. N I K. Y I M. N 
C. A. 
D. A. 
D. Q. 
C. A. Chronolohical Age， 
D. A. Developmental Age， 
269 
218 
81 
D. Q. Developmental Quotient 
.~，ム~
cωい九ふん-l.JI..
Fig. 5 
Recording of Respiratory Responses (1) 
1. ∞nditioned stimulus 
2. unconditioned stimu)us 
(wcman's nursing voice) 
胴体と脚を上下に屈伸し，顔は笑いの表情となり口を
聞けて，人戸に答える如き底の運動を示した。 従って
呼吸の記録も純音の場合と呉った型が見られた (Fig
5)0 Fig.5で見られるように，人声による条件反応
が形成された場合，呼吸記録にもそれに対応する変化
がみられている。 (A.Bは同一乳児の強化のはじめ
と条件反応形成後の呼吸である。 C.Dも問機J。と
ころで条件反応形成について，純音の場合と比較する
と，強化回数が，人声刺激の場合に，少くなっている。
つまり，人声の場合，条件形成がより速かであることを示している。 Tab.5は純音， ピアノ音，人
Fおによる条件反応形成の所要強化回数を示している。
Voice 
Table 5 Relation between Conditioned Stimuli and Formation of 
Conditioned Responses 
K. M I T. R I K. 0 I H. 0 I 1. N 
( 17 ) 
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(4) 
Kasatkinは，光刺激を無条件刺激とした。その為に，殆んど暗室に近い笑験室に乳児をねかし頭
の動きを乳児の頭につけた実験帽子の紐から，カクモグラフに描きとる方法がとられた。筆者逮も先
年，この方法を踏襲しようと試みたが，実験箱を外部から観察しなければならない為，箱の内部を全
く暗くしてしまう事は不適当であった。更に，音刺激を条件刺激とする時，音に対する方向性を消し
てしまう事は，むつかしく ，乳児に音の方向を探すような行動が残りがちであった等の理由から，今
(6) 
回のように改めた。方向反応の刺激に関しては Bronshteinaが，乳児の方向反応を最も確実に導く
刺激は音刺激である事を述べている。
方向条件反応形成は， Kasatkinでは1ヶ月児で，すでにその成立をみている。吾々の結果から
方向条件反応形成の発達闘を確めるのには，被験者の例数が少なすぎるが吾々の資料からも言えるこ
とは， Fig 4及び Fig5にあるように，発達年令54日の乳児 K.N.では，条件反応形成が，難渋
しているのに対し， 発達年令79日以降の乳児では， 非常に滑かに形成されていることである。要する
に，2ヶ月未満の乳児には方向条件反応は形成し難いということになる。 この結論は Kasatkinの
結果と対照して差異がある。勿論条件形成の手続等も奥るが，方向条件反応形成のメルクマールも問
題となろう。吾々も結果のところでみたように，乳児の条件反応形成には一度形成された条件反応が
(4) 
不安定になる時期がある。 これを Kasatkinは乳児期の特殊性と考え，三段階を分析した。従って
吾々が考えた形成規準と他の実験例とでは条件形成規準が異っているかもしれなし、。文吾々は実験条
件反応の発達を論じる場合暦年令よりも発達年令で考えるべきであるとしたが， Kasatkin らは替
年令を用いているのでその聞にも違いがあろうと思われる。発達の問題については，資料が不足で，
将来の問題として残されるが，吾々の場合では，発達年令2ヶ月半を方向条件反応の発達と考えたい
無条件刺激の音の種類と反応との関係についてみると，純音とピアノのメロディとの聞には方向反
応に変化が見られなかった。 Kasatkinも純音と併せてオルガン音を同様に扱った。吾々の場合は
メロディを刺激としたので，純音と違った反応を予期したが，結果は純音主の聞に行動的変化はなか
った。この点は，メ ロディの理解の発達の問題であるが，今の場合追求しなかった。人声を使用した
場合は，著しい変化がみられた。第ーに，乳児の行動が非常に活溌に全体的となった。 ぐ純音では，
むしろ静止であった)第二に，笑いの表情及び話しかけ等の感情的反応が見られたことであった。方。5) U6l 
向反応と刺激の強度に関しては，Vinogradova， Fleck等の研究があるが，刺激の質に関しては，
余り文献が見当らないようである。吾々の結果からは，この年令の乳児では，人聞に関する感情的刺
激に対する方向反応が極めて強いといえそうである。次にこの方向反応の際の呼吸の変化をみると，
Fig. 4，5にあるように，刺激のちがいによる呼吸の型の相違が見られている。乳児の方向反射に伴
{ゅ
う呼吸については， Polikaninaらが早産児について，数種のタイプをあげたが，吾々では純音の刺
指 先年の実験は予言後なく中止したので発表されていない
( 18 ) 
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激による場合は.Fig・4のように呼吸の調整化の型が多く見られ人声の刺激の場合では Fig.5のご
とく，深呼吸がみられた。向 Fig5中，呼吸記録 B.D.は条件形成成立時の呼吸の変化であり ，条
件反応形成が，呼吸記録から見ることが出来る。
方向条件反応形成と刺激の質の問題をみると.人声による方向条件反応の形成は，他の刺激 f純音
闘
ピアノ音Jによる場合よ りも，速いようである。このことは.Razranの次の見解と一致する。即ち
条件反応形成の速度は，その条件づけられるべき反応による。 従って.非常に広範な身体運動 f感情
的)を含む反応では.そうでないものよりも早<.条件反応が形成される，といわれている。これを
V6i 
刺激の聞からいえば.Elliottの胤の実験のように.r満足の得られる事の大きい強化が，より有効
に作用するJので，乳児にとって，より満足の得られる強化であったところの人声によって，より速
(l'O9 
かな結果に達したことになる。方向反応と他の諸反応の関係について Cokolovらは，方向反射及び
反応と条件形成について，条件反応形成は，その刺激に対する方向反応がなければならないといって
いるが，方向反応の強さと，方向条件反応の形成の速さとに関係、があることは，吾々の結果からも結
論出来る。
要 約
音ぐ純音，ピアノのメロディ，人声)を無条件刺激とし，室内の明るさ変化を条件刺激として方向
条件反応形成の実験を乳児 (75日-247日〉に試行した。
結果は次の通りである。
1. 発達年令2ヶ月半を過ぎた乳児では方向条件反応の形成は，速かに成立した。この場合経年令よ
り発達年令を考えるのがヨ妥当なようである。
1.聴覚による方向反応はその反応を惑起する膏の質によって，反応に変化がみられた。人声による
方向反応は純音やメロディによる反応よりも，活溌で情緒的反応を含んでいた。
111. 音による方向条件反応は純音よりも，人声による強化の方が形成を速かにした。
当研究に御指導御協力いただきました諸先生方，及び研究の御便宜をお与え下さいました大阪乳児
院の先生方に厚く御礼申します。
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Summary 
The aim of this experiment is to investigate the orienting responses to the 
sounds (simple tone， piano melody， and woman's nursing voice) and the formation 
of conditione(l orienting responses in 8 infants (75-247 days ol(り.The conditioned 
stimulus is the change of brightness in the experimental cabinet. 
The results are as foUowing. 
1. The infants older than 2 months and half， by developmental age， can be con. 
ditioned to orienting stimulus more easily， but in younger infants it is more 
{ufficult. 
2. Responses to auditory orienting stimulus depend on the qualities of sonnd 
used. The stimlll11s involving emotional components snch as woman's nl1rsing 
voice arouses more active responses in the infants than simple tone. 
3. The speed of formating conditioned orienting response to woman's nursing 
voice is faster than to simple tone. 
(却)
